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鍛造加工における新しいトライボ特‘性評価法の提案
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Anewevaluationmethodoftribo-perfOrmanceincoldfOrginghasbeendeveloped・Inthis

method,aroundbarworkpieceisextrudedinto2stagetaperedflatdie，andthefrictional

resistancebetwｅｅｎｔｈｅｄｉｅａｎｄｗｏｒｋｃａｎｂｅｅｖａｌｕａｔｅｄonlybymeasuringtheshapeof

defOrmedworkpiece・Ｉｎｔｈｅｔｅｓｔ,ｔｈｅｈｅｉghtandwidthofdefbrmedworkpieceismeasured，

andthistestdoesn，tneedthemeasurementoftheextrusionpressure，whichisalso

innuencedbytheflowstressofthematerial・Incomparisonwithanomogramobtainedfrom

FEManalysis，thefrictionalresistancecanbeexpressedquantitativelyasthefriction

coefficientExperimentalresultabout8typesoflubricantsfOraluminumalloyworkpiece

showsthatthismethodisusefUlfbrevaluatingnotonlytheeffectofdecreasingfrictional

resistancebutalsothegallingpreventionpropertyoflubricants．
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１ はじめに

近年，プレス加工の分野では，環境にやさしい潤滑

剤の使用や新しい硬質皮膜コーティングの金型への適

用が盛んに試行されているが，加工時にこれらの潤滑

剤やコーティング皮膜が効果的に機能しているかどう

かを明確に把握することは容易ではない'),2)．従来，

鍛造加工に関してこのような金型一素材間の接触条件

が変化した場合の影響を調べるには，摩擦係数が容易

に求められるリング圧縮試験3)がよく用いられてきた

が，著しい表面積の拡大を伴う加工の場合，必ずしも

その評価結果が実際と一致しないといった問題点が指

摘されていた．これに対し，前後方押出し試験4)やボ

ール通し試験5)，スパイクテスト6)など様々な試験法

が提案されてきた．しかしながらそれらの試験法につ

いても，焼付きを生じた場合の金型修復が困難であっ

たり，荷重変化を評価の基準とするために摩擦抵抗だ
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けでなく素材の変形抵抗のばらつきにも起因する誤差

が含まれるなど，その方法や評価基準においては未だ

完全なものはなく，検討の余地がある．

そこで本研究では，冷間鍛造での金型と被加工材と

の接触における摩擦・摩耗・焼付きなどの状況を簡単

に評価する方法を開発することを目的として，２段テ

ーパの平面ダイに円柱素材を平板状に押出し，そのと

きの被加工材の変形の様子から摩擦抵抗の大きさを評

価するシミュレート実験を行った．同時に市販の３次

元有限要素解析プログラムによる数値解析を行い，実

験結果と比較することによって摩擦係数を推定し，潤

滑剤の性能を定量的に評価することを試みた．

２．供試材料および実験方法

(1)供試材料

実験に用いた材料はAl-Zn-Mg系合金であるA7075-

O材で，直径14ｍｍの丸棒材を高さ28ｍｍの円柱状に

切り出して使用した．切り出した試験片はアセトンで










